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・マイライブラリを活用しよう！ 

・先生からのおススメ本 

 みなさんは「マイライブラリ」を使ったことがありますか？図書館ホームページから「マイライブラリ」をクリック！自分のＩＤと

パスワードを入力してログインしてください。便利な機能がたくさんあります。そのうちのいくつかをご紹介します。是非、お

役立てください。 

を活用しよう！  

 貸出中の本を確認したい！

「借用中の資料」を見ると、自分

の借りている本の情報や返却期限

の確認をすることができます。 

 予約した本を確認したい！   

「詳細を見る」をクリックすると、自

分が予約している本が分かります。予

約をキャンセルしたい時もこちらから

出来ます。 

 他機関の図書館にある資料を利用したい！  

読みたい論文や本が図書館にない時、学外の図書館

から取り寄せることができます。雑誌の論文などの

複写の場合は「文献の複写」を、単行本を借りる場

合は「資料の借用」をクリックしてください。 

 新しい本の情報が欲しい！                           

新着情報では、自分の気になる

本のキーワードを設定すると、

それに当てはまる新着資料の情

報をお知らせしてくれます。設

定すればメール通知も可能！ 

 

 借りた本を延長したい！                      

「詳細を見る」をクリックし、延長した

い本の下の「貸出期間の延長」をクリッ

クすれば、２週間の延長が出来ます。延

長出来るのは１回のみとなります。 

 パスワード、アドレスを変更したい！  

図書館カード作成時に設定されたパスワー

ド、メールアドレスを変更したい時はこちら

をクリック。図書館からの連絡はここで表示

されているメールアドレスに届きます。ブ

ロック設定や変更忘れに気を付けて下さい。 
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 自分が今ここにいることにどんな意味があるのだろ

う。なかなかの難問です。この難問に取り組むにはどう

したらよいでしょう。まずは、私たちが生きている現在

の日本について、その歴史的背景や地勢的意味合いを確

認してみましょう。 

 この本の著者は政治学の泰斗ですが、近代日本の成立

と展開を、分かりやすく解説しようと試みています。日

本は、ヨーロッパの近代に追従する努力を重ねました。

その問題点について、「政党政治」、「資本主義」、

「植民地帝国」、「天皇制」という４つの側面から考察

を加えます。 

 分かりやすい啓蒙書という体裁とは裏腹に、内容的に

はかなり重厚です。一読してすべて理解できるという訳

にはいかないかもしれません。しかし、選挙、貿易摩

擦、近隣諸国との軋轢、改元などの報道に接し、その背

景を確かめたいと思ったら、その都度この本を読み返し

てほしく思います。現在の自分だけでなく、将来の自分

を見据える手がかりを得ることにもつながります。 

患者から「生きることに希望がない」「死にたい」と

言われたら、あなたはどう応えますか。「そんなことは

ない、人生には希望がある」と応えたら落胆されるで

しょうし、安易な励ましは距離を広げてしまうことで

しょう。 

医療職者には、生老病死に向き合っている「その人

自身」に向き合うことが求められます。無力感にさいな

まれても側にいること、苦悩を分かち合いたいと願い、

共に生きていく覚悟が必要だと私は考えます。 

「夜と霧」は、フランクル博士のナチス強制収容所

での実体験の記録です。学生時代に、この本と出会いま

した。怖くて全て読めなかったのですが、「人間は極限

状況という異常な状況では異常な反応を示すことが正常

なのだ」、「愛は人が人として到達できる究極にして最

高のものだ」、「人生には創造価値、体験価値、態度価

値がある」が心に残りました。 

医療職者を目指す皆さんにとりまして、極限状況にあ

る人間にどう向き合うか、考える一冊となると思いま

す。 

「夜と霧 

 ：ドイツ強制収容所の体験記録」 
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